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１ 知事 あいさつ  

 

【長野県知事 阿部守一】  

こんばんは。今日の県政タウンミーティングは、外国籍の皆さんと、率直な意

見交換をさせていただく場ということで設定をさせていただきました。皆さんそ

れぞれお忙しい中、こうしてお集まりいただきましたこと、まずは御礼申し上げ

たいと思います。  

私も知事になってから、なるべく県民の皆様方から直接いろいろなお話を伺お

うということで、お昼を食べながらのランチミーティング、お茶を飲みながらの

ティーミーティング、それに今日のようなタウンミーティングということで、で

きるだけ県庁の外に出て、いろいろな方の声に耳をすませて、私のやらなければ

いけないことを考えようということで取り組んできています。  

このタウンミーティングは、就任してから、今回で 37 回目になります。いろ

いろなテーマあるわけですけれども、今日は是非参加された皆様方から率直な長

野県に対する思いとか意見などをお願いします。あるいは、私は皆さんに「しあ

わせ信州創造プラン」の冊子をお配りさせていただいております。これは、昨年

４月にスタートさせた新しい県の総合５か年計画ですけれども、基本目標は、「確

かな暮らしが営まれる美しい信州」としています。「確かな暮らし」ということに

込めている私の思いは、やはり私も一人の人間として日々の暮らし、安心感をも

って、そして、安全な暮らしをしていきたいなと思っていますし、加えて、今日

より明日、明日よりあさって、未来に向けて希望を持てる、そういう社会にして

いきたいと思います。そうした思いを、「確かな暮らし」ということに込めさせて

いただいています。また、長野県が目指す方向性のいくつかその中に掲げさせて

いただいております。その中の一つに掲げたように、「誰にでも居場所と出番があ

る」長野県にしたいなと思っています。外国籍の皆さんは、長野県内に約３万人

の方がお住まいになられています。長野県はご存じのとおり、平均寿命が日本で

一番長い。日本で一番長いってことは、世界でもトップクラスの長寿地域だと思

います。そういう意味で、お年寄りの皆さんも今元気な方多いですし、年をとっ

た方でも、若い方でも、あるいは、今日は比較的女性の方多いですけれども、や

はり男性も女性も、それから、障がいを持っている方も大勢いらっしゃいますけ

れども、障がいがある人もない人も、そして、外国籍の皆さんも、日本人も、全

ての長野県に暮らされる人たちに居場所があって、そして活躍の出番がある。そ

うした長野県をつくっていきたいというふうに思っています。私はずっと言って

いますけれども、行政だけでできることというのは、本当に限界があります。県

政のトップがこんなことを言ってはいけないかもしれませんけれども、私ができ

ることや県の行政ができることは限界があります。例えば、長野県をもっと元気

にしようねって言った時に、やはり例えば個々の企業がもっと元気になってもら

わなければ、我々行政が税金から補助金を出しているだけでは、世の中は元気に

ならないわけです。教育も、学校だけが、先生だけが頑張っているだけでは、よ
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くならないわけで、やはり家庭であったり、地域であったり、そしてもちろん我々

行政も、しっかり一緒になって取り組んでいくということが大変重要だというふ

うに思っています。そういう意味で、タウンミーティングの時は、いつも私は、

冒頭に言わせていただいていることは、「あちら側こちら側やめましょう。」とい

う話です。大体私が一人で立って、皆さんがあちら側にいて、なんか私は要望を

聞く人で、皆さんは言う人というようになりがちです。だけど、さっき言ったみ

たいに、私だけでできることは限られていますし、そこの計画にも、なんか後で

ちょっと見ていただければ分かりますけれども、少子化対策をして、子供を産み

育てやすい社会にしましょうという時に、一人で子供を産むわけにはいかないの

で、やはり近所の皆さんがお互い支えあってもらったり、あるいは、結婚の紹介

してもらったり、そういうことが必要だというふうに思っています。私がやれる

ことももちろんありますし、県民の皆さんにやっていただくこともあります。是

非、双方向の対話にしていきたいということで、あちら側こちら側やめましょう

ということをいつも申し上げています。今日は、私も輪の中に加えていただいて

いますので、是非一緒になって暮らしやすい長野県どうすれば作れるか、考えて

いく場にしていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

 

２ 意見交換  
（以下、進行発言は一部省略します。）  

 

【参加者】  

日本に来て、来月 24 年になります。ブラジル生まれなのですけど、日系の３

世です。長野県では、21 年目になります。長野県へ来てから、いろいろなボラン

ティア活動なり、こういう日本の国民の懸け橋っていうことをいろいろ今までや

ってきました。  

今日は、いろいろ話したいことあるのですけど、まずは、言いたいことは、や

はりこういう経済的の、これ日本だけじゃなくて、世界中で経済が少しおかしく

なったことを、やはり私たちの仲間も、長野県には多い時には、平成 12 年に２

万人いました、ブラジル国籍の方。そしたら、去年平成 24 年に 6,200 人ぐらい

に減りました。これやはりこれ派遣切りというんですか、仕事がなくなった方が

結構多くいます。そしたら、帰る人は帰りました。やはり派遣っていうのは今ま

でそういう派遣会社が親代わりで、いろいろなことで外国人の面倒を見たり、い

ろいろなことやった中で、知らないうちにその仕事がなくなったんですね。足が

ないとか、仕事を探しても、仕事に行く方法もないから、大体そういう企業さん

が使ってくれないようなことが結構ありました。そのことを考えて、私だけじゃ

なくて、長野県の中の８都市で、私のようなブラジルの人たち、1,700 人の署名

を集めて、長野県の警察へ、運転免許証がポルトガル語でも受験できるようにお

願いをしまして、平成 25 年７月から、ポルトガル語と中国語でも長野県の中で

試験を受けられるようなことはできました（英語での受験は、それ以前から可能

でした）。それが１つですね。  
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また次は、高齢者社会の中で、農業では、私が調べたところで、長野県には確

か１万 7,000 ヘクタールの寝かしている農地（遊休農地）があったのです。農業

は、私たちにもやれるような道があればいい、それをやって、いくらか農家のよ

うなことができたら、自分も少しやっているんですけど、８年間寝かした土地を

私たちは借りて、また食べ物を作るような状態にもっていくのは素晴らしいこと

かなって思いながら、私だけじゃなくて、そういう人を増やしていけば、これは

日本のためにもなる。私たちのためでもあるのではないかと思います。それと、

介護の仕事とかね、道があればいいです。  

昔からブラジルに「魚をもらうのではなく、釣り方を教えてもらいたい。」とい

うことわざがあります。お腹が空いた時に魚をあげると、その魚食べたら、その

時はお腹いっぱいになるじゃないですか。でも、やはり釣り方を教えてもらいた

いんですね。そしたら、自分の力、自分の頑張りで安心、安全に暮らすような環

境ができるのではないかと思います。  

 

【参加者】  

私は日本での小中学校や高校で頑張ってきたことや夢を話させていただきます。 

私は１歳ぐらいに日本に来て、愛知に住んでいたのですけど、すぐに日本の学

校に入るのではなく、ポルトガル語が勉強できるブラジルの学校に入りました。

あることをきっかけに飯田市に引っ越してきて、小学校１年生、６歳の時に日本

の学校へ入学しました。正直、小学校１年生に入った時は友達もいなくて、日本

語もあまり上手ではありませんでした。その中ですごく大変だったこともたくさ

んあったり、友達を作るにあたっての困難や壁だったり、様々なことがあったの

ですけど、その中で一番自分の力、自分の励みになったのが、小学校にある日本

語教室という教室でした。その日本語教室は、自分はブラジル出身ですので、ポ

ルトガル語の勉強をしたり、または、その時は日本語が分からなかったので、日

本語のできるブラジル人の先生を呼んでもらい、勉強を一緒にして、ここまで来

ることができました。中学校も無事に入学をし、たくさんの友達ができ、部活に

も入り、今、高校で勉強をしています。高校では、やはり日本語とかもうまく話

せるようになったこともあり、または、日本の文化やブラジルの文化、それぞれ

の違いが段々分かるようになってきたので、友達とかを通したり、周りの人たち

ともう少し分かり合えたのではないかなというふうに思っています。高校を卒業

したら、４年制の大学に入学をします。無事に合格して、将来は、自分はブラジ

ルの国籍を持ちつつ、日本でお仕事をして、日本の文化とブラジルの文化と一緒

にお互いのより良いものを一緒にして、何か１つのことを一緒に取り組めたらい

いなというふうに思っています。  

 

【参加者】  

ブラジル籍児童生徒支援員ポルトガル語担当です。日系２世のブラジル人で、

来日して 22 年になります。  

ブラジルの子供たちの支援員として始めたのは 1997 年で、17 年目になります。
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現在 12 の小中学校を訪問しています。それと、定時制高校を週２回。主にして

いる内容が、授業に入って学習の支援、保護者への便りの翻訳と懇談会の通訳。

今では、多くの児童生徒、その保護者も日本での高校、大学の進学を考えるよう

になってきていますが、日本語の習得、学習言語の習得、習慣の違い、壁はたく

さんあります。今私が訪問している日本語教室の加配のある小学校が４校です。  

この教室の重要さを日々感じています。子供たちの日本語の習得は早いです。

来日して半年で、日常生活の会話ができるようになっています。それと、心の安

定感です。日本語教室の先生が、外国籍の子供たちの状況を把握しているため、

私たち側からの支援もやりやすい。保護者との連携もとれて問題が少ない。外国

籍の子供たちの教育について体制が整ってきたことに感謝します。ありがとうご

ざいます。日本語教室が設置されてない学校が、外国籍の子供たちに関心がない

わけではありません。日本人の子供たちと同じように学力をつけようと努力され

ている先生も多くいます。しかし、限られた時間の中ですので、個別指導には限

界があります。それと、家ではポルトガル語、学校では日本語。日本人の家庭で

は当り前に使われている言葉、例えば、理科の授業中に出て来る「沸騰する」と

か「液体」。その語彙が分からないため、次のステップには行けない。つまずいて、

理解が得られない。語彙の少ないため、教科学習について行けない現実がありま

す。日本語習得の他に、宿題ができない。親には教えてもらえない。どうせ親が

分からないので、宿題しなくてもよいという子供が気になります。学力向上には、

家庭学習が大切だと思います。それには、放課後の復習の支援が必要と思います。

また、外国籍の保護者にもっと教育の大切さを知ってもらい、学校に全て任せた

り、要望したりするだけでなく、もっと学校に気楽に足を運び、協力を求めてい

く取組も必要と思います。それと、中学校に上がった時、日本語教室がなかった

り、支援が減らされていたりで、戸惑う生徒が目立ちます。日本人の生徒にも難

しい専門的な学習用語。授業を受けても意味の分からないまま過ぎている時間。

学校がつまらなくてやめてしまう生徒もいます。また、高校へ進学の話になると、

高校を諦めざるを得なくなってしまいます。  

今の状況を見ていると、小学校から上がっていった時の中学校、高校での継続

した支援体制が必要だと感じています。また、日本語も母語も、どちらも習得で

きない子供が目立ちます。家庭での親とのコミュニケーションをはかるために必

要な母語も大事にしてほしいと思います。  

私は、前の発言者を小学校１年生から見てきています。とても明るくて積極的

で、おしゃべりが大好きな児童でした。小学校では日本語教室に来ていたため、

様子をよく分かっていました。小学校の高学年から中学校へ、段々と自分で頑張

れるようになってきました。また、ご両親も教育熱心で、それが大きな支えにな

っていると思います。お家でポルトガル語をとっても大事にされています。彼女

なりにブラジル人の心、そして日本人の心を理解して、上手に自分の個性を生か

しています。これから、互いの文化の良さを伸ばしていってほしいです。この先、

一人でも多くの子供たちが育っていってほしいと思います。そして、将来、ブラ

ジルと日本の懸け橋になる人材になっていってくれることを期待しています。未
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来を生きる子供たちに日本語もポルトガル語も学べる環境が必要になってきてい

ます。よろしくお願いします。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

３人の皆さんありがとうございました。  

最初の仕事の話で、長野県の有効求人倍率は、やっと 1.00 倍まで去年の段階で

上がってきていますけど、ひところに比べると、やはりまだまだ就職全体的に厳

しい環境が、やっと求人と求職がバランスするところまで戻ってきているのです

けど。ただ、外国籍の皆さんにとっては、多分日本人以上に厳しい問題があるの

ではないかなというふうに思って、お話を伺っていました。  

農業については、長野県には遊休農地がいっぱいあって、もう少し集約化して、

効率化農業をやっていこうということで、今、随分政策も転換点になっています

ので、農村地域の農業政策ですとか、農作物を使ったいろいろな加工などの６次

産業化とか、これから県としても力を入れていきますし、産業として伸ばしてい

きたいというふうに思っています。今お話を伺っていて、是非そういうところで

活躍していただけるような仕組みを考えなければいけないなということを感じま

した。  

仕事の話は、今日お集りの方々も仕事大変だとか、仕事困っているというお話

もあるのではないかと思います。先ほどの派遣の話は、日本人も同じ問題がある

と思いますし、また仕事の話で、課題があるという方は是非教えていただければ

と思います。  

それから、２番目の方は大学行くのは決まったのですね。おめでとうございま

す。是非日本とブラジルの良いところを身につけて、両国をしっかり繋げる役を

果たしていただければなと思います。  

最後の教育の話では、少し遠慮されて話されているのではないかという気がす

るのですけど。もっとこういうところ変えて欲しいとか、ここが問題だというこ

とがあれば、言っていただければありがたいなと思います。  

冒頭に言ったように、私が水戸黄門のように印籠をかざしてこれで終わりって

いう話にはならないので、仕事の話で、これ課題だよというふうに思っている方

は、他にいらっしゃいますか。どなたでもいいですよ。  

 

【参加者】  

私、ブラジル国籍です。今いろいろと聞いて確かに思っていたのは、外国人が

もっと安定するために、主に私が思うには、３つの点が非常に大きいかと思って

おります。  

まず１つ、日本のほとんどの法律が戦国時代と言っていいぐらいで、非常に昔

ながらの法律ばかりで、今現状の日本には合っていない。特に外国人の関係で、

入国管理局に関する法律と、それ以外の市町村に関する法律は、かみ合ってない

ところがたくさんあって、非常に難しいところがたくさん生まれてくるのです。

先ほどおっしゃっていただきました派遣切りの関係では、労働基準監督署がつく
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る法律は主に会社を守るのではないかというくらいの、特に派遣会社に関すると、

罰則がなかったり、ほとんどの法律は効かないというところで、結局、現状の派

遣切り問題ですとか、そういったものを生み出しているのではないかと思ってお

ります。  

もう１つ大きく問題かなと思うのが、やはり行政と市町村の市民の連携が非常

に整っていないのかなというふうに思います。やはり意見交換のこういう場は非

常に僕は大切だなと思って来させていただいたんですけれども、なかなかそれが

できる場がないですね。せっかくのキーパーソンですとか、地域のコミュニケー

ターです。そういった方がいれば、やはり各市役所の中の各課と話ができる。半

年に１度ですとか、そういったのを外国人の皆さんのお声をお出しして、もちろ

ん言ったこと全て変えられるわけじゃないですが、その中で変えられることが１

つでもあれば、きっと少しずつ良い方向に歩んでいけるのではないかなというふ

うに思っております。特に私が２つの市役所を見ておりまして、その他に警察署

の協議委員会の方にも委員となっておりまして、様々なところでとりあえず入っ

て、できるだけのことをしようとしているのですけど。そこまでたくさんの入口

をもってしましても、なかなか自分の声が届かないというところが非常に残念だ

なというふうに思います。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

ありがとうございます。  

他の方にも発言いただいて、それで少し分野別に皆さんの御意見聞かせていた

だかないと時間がなくなってしまいますよね。  

キーパーソンのネットワークのところは、また後で国際課長から、少し話して

もらえますか。  

 

【参加者】  

私は中国の出身です。今は介護の現場にいます。この度は、介護の道にそって

述べたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

山東省出身の私たちは、平成 12 年に家族で知人の住む飯田市へ帰国しました。

初め、日本語が全く分からない私たちは、夫と共に昼間は職場で働き、夜は定時

制高校に通って言葉の勉強はしてきました。職場でも学校でも、「あいうえお」も

満足にできない私たちは、日本語の壁は思ったより厚く、いくつもの職場を転々

とする日々を続けました。その中で私は、是非介護士になりたいと決心して、10

年前からデイサービスセンターに勤めることになりました。デイサービスセンタ

ーの仕事は、送迎や入浴、トイレの介助といろいろありますが、特に帰国者のお

年寄りには私がいることで、言葉が通じる安心感を持ってもらえて、「あなたがい

てくれて、センターに来るのが楽しみになった。」と言っていただけました。私は

日本語が上手ではないので、一般的なお年寄りには話が通じないことがあります。

すると、利用者さんたちは私に身ぶり手ぶりしてくれ、まるで自分の娘のように

いろいろなことを教えていただき、本当にこの仕事を選んでよかったと満足して
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います。そして、介護の仕事を始めて３年がたちましたが、利用者さんの喜んだ

嬉しいことは私が幸せになり、利用者さんの悲しいことは私も悲しいと思えるよ

うになりました。こうしたお年寄りのふれあいの中で、中国帰国者の介護現場に

は利用者さんに対する偏見など、様々な問題があることが気になるようになりま

した。そこで私は、帰国者の役に立つために資格を取って、介護の専門家になり

たいと強く思い、６年前に短期大学に入学しました。介護福祉士の基本から専門

的な知識まで学習はしました。幸い先生方から、授業以外の場面でも、人生とし

て人間としての大切な生き方についてたくさんのこと教えていただきました。恵

まれた環境に感謝しています。飯田下伊那地方は、中国帰国者の方々がおよそ 70

世帯、230 名が生活していて、２世３世を含めると、1,300 名近くの方々が暮ら

しています。この地域には社会福祉士や介護福祉士で、中国語ができる人がまだ

ほとんどいません。でも、施設には要介護の帰国者が１日ごとに多くなってきて

います。家で困って、日本語が分からず、助けも呼べない方が一人悩んで、うつ

病や統合失調症になった人などがいます。介護者から言葉が分からないからと嫌

がられ、何を言っても相手になってもらえなかった人もいます。５年前の研究で、

帰国者約 60 人にアンケート調査しました。事前に入所している方々にもお聞き

したところ、話し相手もなく、施設の中で言葉が分からないために孤立している

と感じている人が 80 パーセントを超えています。この現状を私たちはいつも念

頭に置いて、早めにこれらの対策は考えていかなければならないと思います。一

番大切なことは、私たちが利用者さんの心に寄り添うことだと思います。中国語

で思い切り話したい。中国にいた時のように中国語のテレビでふるさとのニュー

スや行事を見て、仲間と話し合いたい。食事もたまに中国料理も食べたい。そん

な中国帰国者の本意に考えられた介護施設が１日も早く各地に生まれてきてくる

ことを心から願っています。  

また、私は飯田日中友好協会に入会し、誰より帰国者のことを理解しておられ

る方々と出会い、そして、恵まれた環境の中で楽しく社会活動に参加できるよう

になりました。困った時、悩んだ時、皆さんに助けられて、話も聞いてください

ましたので、心強く生きようと思うようになりました。  

平成 24 年に、NPO 法人を設立した。その後、中国帰国者に一番必要な施設、

グループホームの補助金を申請しましたが、残念ながら許可されませんでした。

ショックを受けながら、県民協働・ＮＰＯ課の方々にも相談し、皆さん優しく親

切に貴重なアドバイスをしてくださいました。そこでもう一度、去年に地域密着

認知症対応型共同通所介護施設の補助金を申請し、許可されました。中国帰国者

の利用できる施設として、平成 26 年、羽場赤坂に小さなデイサービスセンター

を開設する予定となっております。今は開設に向かって、市の使途を決定。積極

的に施設見学と研修をしています。帰国者の方々が喜んで通い、地域に愛される

施設を実現できるように頑張っています。そして、帰国者の入所できる施設を、

１日も早く実現できるように努力を続けていきたいと思います。御協力、御支援

お願い申し上げます。  
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【参加者】  

中国の帰国者２世です。10 数年、帰国者２世３世に対しても、日本語教室を開

きましてやってこられまして。それで、その次は、おととし、おしゃべりサロン。

要するに、このサロンは、中国帰国者と地元の方々と仲良くお互いに気持ちで出

し合う。一緒に同じ屋根で住んでいるならば、仲良くやっていこうという意味で、

サロンを立ち上げました。結果は、あまりどうのこうのとかまだ言えるところじ

ゃないけれども、まずまずなのかな。応援してくれる方がたくさんいらっしゃい

まして。  

今回は、知事が多文化共生社会に対して、力になっていただけるという姿勢に

なっていただきまして、ここで僕は帰国者の２世３世の一つの要望というか、代

わりに発言させていただきます。実は、帰国者２世の場合は、ほとんどもう定年

になるような年齢になります。この方たちは、日本に帰って、年数はそんなに経

っていません。要するに、年数が経っていない中では、年金はそんなにありませ

ん。もう退職をされた方も少なくない年齢です。１人１万円未満の年金生活にな

っているような状況の中です。この状況の中ではね、日本の日常の生活じゃとて

もやっていけないような状況です。ところがその方たちはみんなプライドを持っ

ています。なるべく政府に負担かけたくない。何とかして仕事をしたい、少しで

も稼ぎたいという気持ちでおります。ところが、今は 60 歳ではなくて 50 歳を越

えれば、もう仕事が見つからないというのが現実です。２世の場合は、僕の場合、

今 50 歳ぐらい。いざ仕事を失えば、次の仕事を見つけるのが非常に難しくなっ

てしまいます。特に派遣社員とかね、その方たちは、例えば今日お仕事行かれて、

その職場で一生懸命仕事している。真剣にやっているのだけれども、頭の中では、

明日どうなるか、その不安が非常に重いはずです。結構中年の方ね、１年間かけ

て数か月しか働けない。これは非常にまずいです。今日本少子高齢化の中で、何

とかして中高年を生かしていけるように、知事のお力で何とかして企業に対して

呼びかけとか、そのような方法をとっていただけるとありがたいことなのです。

その人たちに、何とか安心して、日本に来て良い所に来たなというような実感を

持たせてあげたいというような気持ちでおります。せっかく骨を日本に埋めたい

という気持ちでおっても、日本で受け入れてくれないという世の中では、彼らも

可哀想すぎる。何とかしてその方たちに安心して働けるような状況をつくってい

ただきたいと思います。お願いしたいところはそういうところなのです。今日は

ありがとうございました。  

 

【参加者】  

アメリカ出身で、飯田に来てもう 23 年になります。  

今の方々の話を聞いて、ちょっと場違いな感じになるのですけど、僕は飯田が

大好きで、望んで残っています。今日のテーマの中では、社会の参加ということ

で、僕はいろいろ困難にはそんなに当たっていないかなという感じになりますけ

ど。飯田に来て、日本語はある程度できていたつもりで来たのですけど、来たら

やはり全く周りの人たちと教科書で習っていた日本語の差はかなり大きかったの
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です。そんな中、飯田に来て２か月目で、空手を始めたんです。空手に入ったこ

とで、一般の人たちと練習中は全て日本語で行っていて、練習が終わって、やは

り汗をかいた後のおいしいビールを楽しみながら話は全部日本語で、ついていく

のに非常に苦労したのですけど、日々練習の中で日本語も覚えて、暮らしていた

アパートも、飯田の特徴かどうか分からないですけど、自治会とか組合が非常に

多くて、全然そんなことも分からず、回覧板という不思議な物が回ってきて、２

年目だったか３年目だったか定かじゃないんですけど、その頃に地区の御輿を新

しくしましたというのがあって、アパートの近くのあるホテルで、その披露会を

やりますと。それを読んで、そんなものがあるならと思って、勝手に行きました。

回覧板で回っていたのでいいのではないかなと思って行きました。そしたら、周

りの方々が、「興味があるんですか。それなら是非来年一緒に担いでください。」

ということで、「祭りバカ」ということをよく聞きますけど、文字どおりになりま

すね。お祭りに参加して。そしてたまたま住んいでる地区が、東野大獅子という

日本一大きな獅子とも言われる獅子で、６年に１度「お練り祭り」をやっていま

すけど。ちょうどオリンピックの年の 1998 年に初めて参加して、今まで３回参

加しています。その中で、日本語も段々増える中、仲間も増えて、日本の伝統も

なかなか見られないところも触れることもできました。そして、飯田に来て、僕

は日本に来て 23 年なんですけど、７年目に運命の方と出会って結婚して、地区

を移動しました。そこで家を建てたら、組合に入らないと、という話になりまし

て。組合に入っている方なら分かると思いますけど、いろいろ役がありまして、

段々順番で回って来るのですけど、嫌だ嫌だと思いながら、引っ越して２年目に

なんと班長になって、いろいろな役をやるようになって、今年は２つも。ひまわ

り子供委員という役と体育部の役員。地区の体育会のメンバー集めから準備など

をしたりして、そういう積極的に近所の付き合いを始めたら、壮年団に是非入っ

てみませんかと言っていただいて、入ってもう 12 年になりますけど、一昨年、

是非会計をお願いしますと。まあいいのではいないかと快く受けたら、知らなか

ったら、エスカレーター式で会計が、翌年は副支部長、今年は支部長という大役

を３つ忙しく持っているんですけど。自分から言ったことで、やはり近所の方々

も協力し、助けてくれるし、日常生活は面倒くさいっていうものもいっぱいあり

ながら、やはりみんなと一緒にその面倒くさいことをやることは楽しくなって、

地域に溶け込むっていうのですかね。みんながそれぞれ応援しながら、僕は自分

１人で小さく段々その輪を広げようという感じで。今はもう１つ「支え」という

友人がつくったグループですけど、国際交流を兼ねたスポーツサークルで、本当

に文字どおり何か困ったことあったら、今は日本人、僕アメリカ、ブラジル、ジ

ャマイカ、カナダ、何カ国の国籍が集まっているのですけど、困ったことあった

らいつでも言ってよという感じで、自分たちで小さくやっているんですけど、こ

ういう輪を段々広げながらみんなに住みやすい社会ができるかなと。僕は何と言

っても、積極的に他人に助けを求めるよりは自ら出ると楽しく、少しは楽な生活

になるのではないかなと思って。知事さんの方にはお願いがあるわけでもなく、

みんなに頑張りましょうという感じですかね。ありがとうございます。  
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【参加者】  

出身はベトナムです。2004 年来日。１年半仙台で日本語学校へ通ってから、４

年間大学で漢語文学なんかを専攻しました。2010 年に結婚して、飯田に住むこと

になりました。  

今まで参加した活動を紹介させていただきます。まず１つ目は、長野県共生コ

ミュニケーターの活動。2012 年５月、長野県共生コミュニケーターの活動トーク

のきっかけで、様々な活動に参加しています。まず、飯田市にある日本語教室「わ

いわいサロン」や「和楽」で、日本語を学習したり、災害時のための日本語教室。

例えば、災害ワークショップ。避難所シミュレーション。通訳ボランティア。災

害多言語支援センターの設置。いろいろ参加して、非常に勉強になりました。ま

た、医療通訳養成の講座や外国人キーパーソンのネットワーク会議、国際交流の

夕べなども参加して、自国の文化も紹介しながら、各国の人を楽しみに交流事業

をやって、ネットワークを持っています。また、先日、市内の小学校で、ベトナ

ム文化を紹介し、国際の教育も努力しています。いろいろな活動に参加して、そ

れをきっかけで、去年４月から実習生の通訳もさせていただきました。２つの活

動には、去年４月から 12 月にかけて、子育てと日本語教室企画を通して参加し

ました。その活動は、日本の常識と母国の常識の違うところを思い、各国の文化

と習慣の違うところを意見の交換をして、講座の組み立てがよかったと思います。

様々な活動に参加してから、１つの課題は、やはり外国人として日本語の学習が

非常に必要だと思います。地域に住んで、安心して自立して、安心に暮らせるよ

うに、日本語教育への精神が最も課題だと思っています。  

今日のテーマ「多文化共生社会実現と、外国人県民の自立と社会参加」という

テーマで、私の意見は、多文化共生社会実現のために、重要な４つだと思います。

まず１つ目は、日本語の学習。飯田市にある日本語教室「わいわいサロン」や「和

楽」、子育てと日本語教室のとても大切と感じます。２つ目は、異文化の交流。例

えば、各国のコミュニティーをつくり、例えば、料理教室や各国の言語教室、異

文化交流の教室があれば、容易になると思っています。３つ目は、外国人のため

にホームページや、公告の多言語化が必要だと思います。４つ目は、相談。多言

語に対応できるように、ボランティアの物流も必要です。今まで様々な支援をい

ただき、本当に心から感謝しております。  

外国人が地域で自立して安心に暮らすように、国、県、市から支援が非常に更

に必要だと思います。しかし、いくら企画があっても、外国人が集まらないこと

は非常に残念です、だから広報活動のあり方も考えていってほしいと思います。

また、飯田市に住んでいる外国人として、最も難しいのは移動手段です。市内の

移動手段であるバスや電車の本数も少ないので、なかなか外国人が集まりに参加

しにくいことも課題だと思っています。  

 

【参加者】  

フィリピン出身です。平成元年に日本に来て、近所の温かさにひかれて、言葉
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は関係なく、自分から進んで見て聞いて学びながら、お隣と近所付き合いをして

います。  

山本小学校から突然の話があって、子供たちと歌ったり踊ったり、遊びしまし

た。それから、教育支援ボランティアをやったり、地域の運動会も必ず参加をし

ました。交通安全会、日赤、ＰＴＡの役も当り前にやりました。私の場合は、言

葉よりも信頼関係が先にできて、分からないことも自然に覚えて、地域の訓練や

組合の行事にも、いつも皆さんと一緒に参加。日本の標準的な生活習慣を知るご

とに住みやすくなりました。毎年山本公民館で、国際ふれあい交流会をやってい

ます。今年で 15 回目になりました。私たちのために、地域が考えてくださるこ

とは何よりも嬉しいです。山本インターナショナルも２年前にできました。地元

の外国住民の友の会です。今フィリピン人と中国人を中心に公民館の行事として

活動します。お茶を飲んだり、おしゃべりしたり、軽いスポーツをやったり、山

本小学校の子供たちとバンブーダンスや餃子作りを国際的な体験を中心に、新し

い発見と実感のある指導をしています。地域の夏祭りも文化祭も、フィリピンの

文化の紹介と展示をしています。いろいろな壁にぶつかりながら、仲間達と地域

活動をしています。幅広い地域の活動の中に、飯田下伊那フィリピン国籍住民の

飯田フィリピンのコミュニティーもあります。カトリック教会を中心に、いろい

ろな形で活動しています。困っていることがあったら、相談したり、アドバイス

したり、自分たちで解決するよう努力しています。  

困っていることがあったら相談したり、アドバイスしたり、自分たちで解決す

るよう努力しています。  

教会の行事やチャリティバザーもやっています。困った仲間も長野のシスター

たちを中心にサポートや手伝いをしています。フィリピンの台風の被害者たちの

サポートや支援もしています。夜の集まりもあります。  

飯田フィリピンのコミュニティーは飯田国際交流推進協会に登録されています。

「飯田まつり りんごん」や市民のイベントに参加をして、交流しています。伝

統的な遊びや料理もやっています。長野県地域共生コミュニティーがアシスタン

トでもある。できることをできるときにやっています。  

辛いこともありますが、やりがいを感じながら自分の不十分な点を勉強しなが

ら人と人のつながり活動に関わり、地域の皆さんと共に生きていきたいです。  

 

【参加者】  

ブラジル出身のブラジル国籍です。皆さんのお話をお聞きして、現実にそれぞ

れの方、私も含め、海外から来て、狭いようで広いようなこの日本で生活してい

るんだなと、それぞれの気持ちと、本当にそこで生きるための現実を見ながら生

活しているんだなというふうにつくづく思いました。  

生い立ちは皆さんそれぞれあるかと思うんですけれども、私もこのような席で、

どのような話をすればいいのかなと、最初はもう単純に私が生活している上伊那

地域の話をしようかな、簡単にまとめて話ししようかなというふうに思っていま

したけれども、せっかくの席なので、立場上、私も地元で NPO 法人の役員とい
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う立場、そういう職務をさせていただいている中、ちょっと別の背景というか、

視点からも話がこの場でできればいいかなというふうに思いました。  

皆さんそれぞれ、やはり精一杯試行錯誤をされて生きているかと思うのですけ

れども、言葉の壁やら文化の壁やら食の壁やら様々だと思うのです。  

私たち NPO法人の傍ら、それに対して一緒にこの地域で共存できるように、「共

生」という名前がここに書かれるとおりですけれども、どのようにしていけばい

いのかというようなことを考えながら当協会の方が活動して、市民活動から日本

語を教えることから始めて 20 周年を迎えたところであるのですけれども。  

年々やはりいろいろな壁に突き当たって、と言えばいいのでしょうか。例えば

皆さんが話しされたように、労働や教育に関しても課題がたくさん残っていらっ

しゃる。介護というような話も出ました。それに対してもやはり課題がたくさん

今後出てくるだろうと、今後の老後をどういうふうに迎えていくんだろうという

ような心配等もあるだろう。中には皆さんとても地域の方と仲良くやっている方

のお話もありました。私もなるべく地域、今後日本で生活する以上は地域と溶け

込んで生活しないといけないというふうに思っている傍ら、やはり外国人という

ことも忘れてはいけない。  

ただそれに対してもいろいろな、例えば行政とか、最初意見で述べられたよう

にいろいろな法律等にぶつかることもたくさんあります。特に近年、この多文化

共生というような名前に変わってからは、外国籍の問題というのはいろいろな分

野にいろいろな形で課題としてはあるかと思うのですけれども、それがこの多文

化共生というくくりになっていまして、簡単なようで難しいような側面もあると

いうか、そういう問題もあるのではないかなというふうに思ったりもしています。

多文化共生というくくりの中、例えば教育問題の話になりますと、その分野だけ

でなくて教育委員会とか、いろいろな分野のところへ通して話を持っていかない

といけない。地元の市町村の教育委員会、県の教育委員会とか、そのいろいろな

部署をまたがってというような話も出てきまして、とても複雑だと思っています。 

そこらへんも県の考え方とか、どういうふうに今後に向け、考えていらっしゃ

るのかなというふうに思う点、というか心配な点としてはそういうところがあり

ます。  

近年リーマンショック以降、大分外国籍の方々が長野県から離れていっている

現実もあります。でも、やはりここで何とか頑張ろうというような方々も残って

いらっしゃるので、そういう方々に対して、何か発信、この多文化共生というく

くりだけでなく発信していけばいいかなというふうに思っています。  

まとまらない話で大変恐縮ですけれども、是非、多文化共生という観点から、

今後どのようにしてこの外国籍県民の多様な問題を方向付けていくのか、大きな

望みとしてはやはりお互い協力し合ってやっていくのがベストなんだけれども、

そうは言ってもいろいろな行政の壁やらなんやらっていうものが正直あります。

そこらへんをもう少し、この多文化共生の中で生きる方向性をつけていただけれ

ばというふうに思います。  
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【長野県知事 阿部守一】  

いろいろな課題と、「こんなことやっています。」というポジティブな話の両方

があったと思います。やはり国をまたいで暮らすというのは結構大変なことが多

いのだろうなというふうに率直に思います。  

先ほど教育の話がありましたが、アメリカは元々多国籍文化なので、学校に行

ってもきちんと英語のクラスがあって、日本の学校とアメリカの学校では、アメ

リカの方がよいという話もあるわけです。私はずっと日本で育って、こうやって

長野県の知事としても日本の教育をやっていて、そんなこと言われるのは少しま

ずいなと思っているのです。  

多文化共生、共生社会という話がありました。アメリカと日本は極端な違いが

あって、元々いろいろな国から集まって成り立ったアメリカと、元々単一民族と

までは言い切れないけれども、極めて同一性が高い人たちの社会で成り立ってい

た日本の社会というのは、こういう多文化をどう共生させるかという観点で考え

るとかなり違いがあるし、多分日本の方が難しい部分が多いのではないかという

ふうに率直に感じています。  

今、大きなテーマとして、皆さんがおっしゃっていたことはいくつかの項目に

大体収斂されてくるのかなと思って伺っていました。  

まず、やはり暮らしていく上では仕事がないという話がありましたし、日本人

も外国人も多分この話は同じです。ただ先ほどおっしゃっていただいたように、

制度的な違いで外国人の方々が働きにくい、あるいは文化的な違いで困難がある

という部分は、そこはある意味でハンディキャップがある部分があるのではない

かというふうに思っています。そこを具体的にどんなものがあって、それをどう

縮めていくかということは一つ、考えるべきテーマかなというふうに思いました。 

それから、日本語教育とか日本語をどう学ぶかという話。私は、こうして日本

語で話してしまっていますけど、私がこうやって話している場合、きちんと理解

されていますかね。ちょっと分からないという方はいらっしゃいますか。  

私がどこかの国に行って、私なんか中学校から日本の教育で英語教育されてい

ますけれども、未だにネイティブの人たちが会話しているところに入って、これ

だけ中学・高校・大学と勉強して、その後さらに自分で少し英語の勉強をしたり

したけれども、ネイティブのアメリカ人とかイギリス人とか英語をしゃべれる方

とのコミュニケーションは、それでもやはり相当きついです。日本語は特にひら

がながあったり漢字があったりカタカナがあったり、結構難しい表記が多いと思

うので、そういう意味では、日本語の社会の中でコミュニケーション能力を身に

つけるというのは、かなり大変なのだろうなというふうに思います。そういう意

味で、お話があった日本語教育、日本語をどう学ぶかという場づくりというのが

非常に大事だろうなと思います。  

それから、介護の話がありました。これは介護という話でありますけど、やは

り日本語がなかなか十分できない人たちが地域社会にどう溶け込めるかという、

介護の側面だけじゃなくて、もう少し広い観点でコミュニケーションがしづらい

方たちをどう社会の中で広く受け止めていくことができるかという話だろうとい



 

 14

うふうに思います。  

それからその話とも関連しますけれども、先ほども、いろいろな取組をされて

いる中で異文化の交流であったり、相談窓口であったり、本当の意味での多言語

化という話をされていました。冒頭で私が「誰にでも居場所と出番のある長野県

にしましょう。」と言いましたが、これは抽象的なスローガンで終わらせてしまっ

てはいけないので。フィリピンの方たちが、一緒に集まってコミュニティーを作

っているということでしたが、日本人でも、外国人の皆さんでも同じ視点だと思

うのですけれど、何でもかんでも行政ができるとか行政が対応できるという話ば

かりじゃなくて、むしろ同じ課題とか悩みを持っている人たち同士がもっと横で

つながった方がいいのではないかなと思います。そういう中で共通の課題を「今

度知事が来るらしいから、あいつは時々しか来ないけれども、言ってやろうぜ。」

などということで、伝えていただければ、「なるほど、それはすぐこうしましょう。」

という話になりやすいし。何よりもそんな同じ悩みを抱えている人たちが話し合

うことが精神的にもいろいろな意味で安定感を持つことができると思います。正

に日本の社会にすごく溶け込んでいただいているなというふうに思ってお話を伺

っていた方もいましたが、そういうアプローチも大事だと思いますし、もう片方

で同じ課題を持った人同士がしっかりつながっていくというか、どっちだけって

ことじゃなくて、両面必要なのではないかなというふうに思います。  

最後におっしゃっていた教育の話でも、いろいろな部署が関係していて、県の

教育委員会だったり、市町村の教育委員会であったりして大変だというのは全く

日本人も同じだし、私もそれは大問題だというふうに思っています。我々行政の

側が変えなくてはいけないところがあるのですけれども、教育委員会制度の話も、

小中学校教育だったら県の教育委員会も市町村の教育委員会も両方関わる形にな

っているのが今の制度なのです。  

今、長野県では、パーソナル・サポーターといって、困った人の側に寄り添っ

ていろいろな窓口を一緒に回りましょうというようなことをやっています。外国

籍の方にも対応していると思います。言語コミュニケーションがそこまで十分に

できていないかもしれないですけど、すぐ変わらないところもあるので、むしろ

皆さんの側に寄り添うような人たちをもっと増やしていくように、我々行政の側

が変えなければいけないところもあります。  

私も、ずっと行政の仕事をやっていましたけれども、長野県知事になる前にし

ばらく無職の時代があって、そのとき国民年金の手続とか国民健康保険の手続な

どを自分で市役所に行ってやりました。あっち行ったりこっち行ったり手続させ

られて、私でもよく分からないくらいですから、多分皆さんは大変苦労されてい

るじゃないかなと思います。だから、そこは行政側がもっと分かりやすく、ワン

ストップでサービスできるように変えていかなければいけないという側面と、も

う片方で皆さんの側に寄り添える人をもっと増やしていくという、両面必要なの

だろうなと思います。  

皆さんのお話を聞いていて、今日は私が勉強させていただいているのですけれ

ども、せっかくの機会なので、こういうところが課題だなと、少しそれぞれ掘り
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下げてみられたらよいなと思うのです。  

まず仕事の話が、ありましたけど。働くこととか仕事について、「こんな課題が

あるよ。」とか、働く場が少ないのではないかという一般論は日本人も今同じ状況

ですから、外国人であることによって「こういう文化的なハードルがあるよ。」と

か、あるいは「制度的なハードルがあるよ。」というようなことをお感じになって

いる方がいたら、教えていただきたいのですが、いかがですか。  

 

【参加者】  

外国籍ではないのですが、一度ブラジルに移民をしてから戻ってきて、初めの

うちは、外国人のための派遣会社で通訳としてお仕事をしていました。そのとき

に、皆さん、もちろん市民ですから税金を納めることは当然の義務なんですが、

それを怠るっていうのではないのですけれども、結局分からないままに払わない

で、そのままになってしまっている人が、たまたますごい滞納をしてしまって、

最終的にはお給料を差し押さえられてしまう。そういうことを何人もされている

のを知っています。  

これは何とかしなければいけないのではないかと前々から思っていたのですが、

派遣会社の中にも非常に外国籍の方に対してきちんとしてあげようという方針の

会社がありまして、税金に関しても日本の方と同じように特別徴収をしている会

社もあるのです。そういうふうに特別徴収をしていれば、もう滞納ということは

問題なくなるわけですよね。で、それをなぜ行き渡るように行政が指導できない

ものか、前から私、疑問なのです。  

お仕事が終わって他の所に移っても、他の町に行っても、前住所にあったとこ

ろは税金が支払い済みということで新しい所に行っても簡単に請求はされないわ

けですよね。ずっと前から、こういう制度を作ってあげたら楽なのになという感

じがありました。その方が、外国人に対しては親切だと思います。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

具体的で分かりやすいお話、ありがとうございました。  

我々は、税金をいただく側なのですが、現状がどうなっているかというと、特

別徴収しているところとしてないところと両方あるということですね。それは、

実態をよく聞いて、具体的に考えます。確かに制度的にどうやって納税すればい

いか分からないときに、申告納税してというよりは、むしろ特別徴収をやっても

らった方がいい場合はありますよね。持ち帰って考えます。ありがとうございま

す。他にいかがでしょうか。  

 

【参加者】  

特別徴収というのは会社ができるもので、個人ではできないんですね。個人で

いくら 12 か月分に分けて、払いやすい形で払いたいと言ってもそれは元々法律

でできないもので、この場はやはり非常に短い時間の場ですから、先ほど私が言

ったいつでも行政と話ができるというのはまず無理ですけれども、そういったち
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ょっとした相談というのをもっとうまく、絞られた人数でもいいので、キーパー

ソン的な方だけでもいいんですが、そういったのをできたり、もしくは各部署の

分かる方を呼んで、外国人のために講座を開いたり、行政が自らやる講座という

のは、言いたいことしか言わないので、それより深い話は出てこないのです。私

も思うのですが、税金というのは払うべきものですし、考えてみれば、長野県で

どれだけ税金を無駄にしているか。どれだけ棚に上げて、結局はもらえないから、

これだけ何百万にもなった方をこれは棚に上げて忘れましょうとか。払っている

方々の方がバカになってしまいますよね。やはり、もらうべきものはきちんとも

らう。なら、そのもらうべきお金はどうしたらもらえるか。そういった、やはり

外国人の方々もちゃんとした考えやアイデアがあると思いますので、まとまった

話でもいいのですが、どこか出す場所を、是非作れたらと思います。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

キーパーソン・ネットワーク会議というのを国際課でやっているそうだけど、

それを教えてもらえますか。  

 

【国際課長 白鳥博明】  

ここに出ていただく方にも参加いただいているんですけれども、年２回、丸々

一日使って朝から晩までキーパーソン・ネットワークの、要するにキーパーソン

の方っていうのは地域の代表の方のそれぞれの国の方ですけれども、お集まりい

ただいて今言われたような課題についてお話をする。あるいはまた、そこに参加

いただいた皆さんで自由に活発に意見交換をしていただくとか。要するにコミュ

ニケーションをとっていただいて、いろいろなところに問題があったときにその

人に聞けば分かる、この地域ではこういうことをやっているけれども、こういう

ことが解決できるというようなこともやっています。  

それから、先ほど地域共生コミュニケーターということもお話が出ましたけれ

ども、今、登録されている方は、300 人以上いらっしゃいます。行政とそれから

外国籍の皆さんの橋渡しをしていただくということで様々な活動をいただいてい

る方がいらっしゃいますが、やはり若干、活動ができない方もまだまだいらっし

ゃいます。今までは委嘱状を出してお話をしているだけなんですけれども、そう

いう方をこれからは、やはり技術の向上も必要だということで研修会等をやって

技術向上を図って、共にコミュニケーションがとれる、あるいは市町村の皆さん

ともコミュニケーションがとれるというようなことも考えて、これからやってい

こうともしています。  

先ほど国の問題とかいろいろな問題もありますけれども、これもですね、集住

都市、要するに外国籍の皆さんが多くいらっしゃる都道府県の代表が集まって、

毎年２回、国に要望をしております。  

いろいろな課題がありますので、それぞれ長野県だけではなくて、例えば愛知

県であるとか静岡県であるとか群馬県、三重県等、そういったところにいろいろ

な問題がありますので、いろいろな課題を我々も吸収しながらそこに上げて、国
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に要望しています。先ほどの税金の問題、それから労働者の問題、いろいろあり

ますけれども、是非外国籍の皆さんに合ったように変えていただきたいという要

望もしています。ただ、やはり国には移民法というものがまだできないというよ

うなことがあって、やはり外国籍の方に対するご意見が、国の皆さんも政治家の

皆さんにも賛否があって、一本化したものができない状況にあることは事実なの

で、やはり少し意識を変えていただくということも必要で、我々も要望している

ところでございますのでご理解をいただきたいと思います。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

先ほどおっしゃっていた、例えば税の話が具体的にどういう対応で改善できる

か分からないですけれども、個別のテーマは少しずつでも、改善を目に見える形

でやっていかないと、いつも同じ話をしていてもしょうがないなと思います。そ

れは、キーパーソンの人たちの中でそういう議論はされているのですか。私が課

長に質問してもいけないかもしれないけど。  

 

【国際課長 白鳥博明】  

まだ始まったばかりなので、具体的に、まず皆さん方に集まっていただくこと

が重要かなと思ってやっているところなので、是非ご意見をその会議の中でもい

ただき、アンケートもとっていますので、そういうものを踏まえて、先ほどから

様々なご意見があるので、やはり改善すべきではないかと思っています。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

問題があったら、一気に解決はできないことが多いと思いますけど、一歩は進

んだな、という形に是非したいと思いますので、先ほどの税などの話は、また考

えます。  

 

【参加者】  

直接、キーパーソンの話ではないですが、地域共生コミュニケーターの登録を

し始めてから、もう 12 年以上になります。この長野県の中からいろいろ、地域

で活動できる方々の登録をされているのですけれども、なかなかそれが周知され

ていない部分もある。もちろん個人情報の取扱いがどういうふうになるのかとい

う問題もやはり出てくると思うのですけれども。  

とある行政機関から通訳を要請されたんだけれども、もちろん身近な団体とし

ては相談は受けましたけれども、人を紹介するということに当たって、私たちは

団体の維持というものも考える中、謝金等は私たちの団体ではどうしても出せな

いんですね。民間のＮＰＯ団体なので。  

紹介はできますけれども、謝金等は依頼元の機関の方で何とかできないか。行

政区域を渡る関係もあって、地域共生コミュニケーターとか、いろいろな制度は

たくさん県としても保持はされているのですがね。ただうまくそれを活用できる

ような場を、もちろんミーティングっていう形もとても大切なのですけれども、
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それからもう一歩本当に踏み出して、本当に稼働できるような、身近で私たちも

多分、ここにいらっしゃる方々は善意で協力していきたい、その金銭面とかもち

ろん生活を抱えている方々もたくさんいらっしゃるのですけれども、善意で集ま

っている方も多いかなと思うのですね。そこをうまく活用できれば本当に理想的

な共生を目指した社会になるのではないかと思う部分があるんですね。  

こういう言い方はとても失礼だと思うのですけれども、上の方の方々の考え方

によって、前に行ったり後退したりってすることは多少あると思うのだけれど、

うまく活用できればいいかなという意見です。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

もう少し具体的に、何を頼まれたときの話ですか。  

 

【参加者】  

実を言いますと、市町村の教育委員会の方から、新たに転入されてきた外国籍

の方の通訳を頼まれまして、ボランティアで働ける方を紹介する分にはいいんだ

けれども、やはり金銭的な必要が生じてその方にご迷惑がかかるというふうにな

れば難しいので、何度か県の方にもＡＮＰＩ（公益社団法人長野県国際課協会）

にも問い合わせをしましたけれども、なかなか地域共生コミュニケーターという

取扱いも難しい。やはりそれはその各自治体の方で予算をとってくださいという

ような話になって、なかなかうまくいかないものだなというような、たまたま最

近そのような事例があったのです。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

分かりました。個別のケースで誰が負担するのかって、結構いろいろあるとは

思うのですよね。だからそれ、行政の側の義務として、例えば教育を受ける子供

たちとコミュニケーションをとれるようにするっていうことは、やはりやらなけ

ればいけないので。それはどう考えるかという話ですよね。  

多分、小中学校の話だと、それはやはり基本的に市町村が考えてもらわなけれ

ばいけないんだろうと私は思うのですけれども、一般的にコミュニケーションが

できる人たちにどうネットワークしてもらって、どういう形で行政が金銭的な支

援も含めてやれるのか、もう少し広い枠組みのことは確かに考えなければいけな

いと思いますので、いったん課題として受け止めさせていただきます。  

 

【国際課長 白鳥博明】  

あとはやはり医療通訳のことも結構ありますので、いろいろなお話を聞きます。

どうしても医療の関係というのは難しいので、通訳の皆さん方にやっていただく

んですけれども、費用がやはりかかるというようなことで、病院で持っていただ

く場合もありますが、市町村で持つとはあまり聞かないです。やはりボランティ

アでやっていただいているということも結構あるというように聞いていますので、

そういう認識を我々は持っていますので、是非またご意見をいただければと思い
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ます。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

せっかくなので、少し時間、オーバーしてもいいですか。なるべくいろいろな

方にご発言いただいた方がいいかなと思いますけど。教育の問題は、どうですか。  

 

【参加者】  

長野県だけじゃなくて日本全国でも、子供が結構多い村なので、去年、うちの

子供は小学校３年生だけど、先生がなかなかいなくて、６人も替わったみたいで、

ちょっとショックになって、すごく子供たちは不安なので、安心して学校で勉強

できるように。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

担任の先生がコロコロ替わるということですか。  

 

【参加者】  

そうです。１年生からね。最初の担任の先生は女性の先生だけど、何か月かす

ると赤ちゃんができた。しょうがないけれど、後はなかなか先生が見つからない

状態で。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

分かりました。その辺は日本の子供たちも同じだと思います。育休だったり産

休だったり取られる先生方がいるので、そういうとき代わりの先生が代用すると

いうことになっているので、そういうことが重なってしまうと多くの先生に教え

てもらうことになって、子供たちとのコミュニケーションが続きづらいかもしれ

ないですけどね。  

そこは、片方で長くしっかり子供に向き合ってもらいたいということと、もう

片方で働く先生にも子育てしやすい環境を作らなければいけないので、両立させ

るのは結構難しいなと思います。ただ、子供たちが安心していられるような環境

を、担任の先生との関係だけではなくて、学校全体で作ってもらうようにしてい

くことは重要だろうと思います。ありがとうございます。  

日本語の勉強、結構大変じゃないかと思うのですけど。そういうところでもっ

とこうした方がいいのではないかというような話はありますか。  

 

【参加者】  

私たちフィリピン人とタイの人たちとか、漢字がすごく苦手なんです。私も日

本語を習いに通っていたんですけれども、漢字をどうやって暗記するか、逆に日

本人たちは、何で分かるのって思っているのです。  

ただ、私の子供たちはもう社会人なので、それはもう何とかやっていけるんで

すけれども、これからの子供たちを考えると、やはり漢字ができないから高校終
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わったらもうやめるしかないんですよね。ここにも日本語の勉強のボランティア

の人たちも大勢いるのですけれども、もっと漢字と国語の勉強会も開いてもらっ

たらありがたいかなと思います。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

現状はどうなっていますか。  

 

【国際課長 白鳥博明】  

すべて分かっているわけではないですけれども、やはり日本語の教室というも

のは市町村が開くとか、民間のＮＰＯ団体がやっていただくっていうこともあり

ます。それでやはりレベルが違うというようなこともあったりします。参加いた

だく方もボランティアでやっていただくなかで、これを統一するということは非

常に難しい。例えば市町村でやる場合には雇用されるのである程度一定にできる

のですけれども、やはりボランティアでやっていらっしゃる方々については、自

分たちでやってもなかなか経費的な問題、費用的な問題があって、思うようにい

かない問題があって、すべてがうまくいっているとは言えないと思います。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

外国籍児童生徒支援員で学校に行かれている方々は、どうすればもっと子供た

ちに日本語の力を付けてもらえることができるというふうにお考えですか。  

 

【参加者】  

やはり学校だけでは。お家の方でポルトガル語をしゃべって学校では日本語と

いうのがあって、さっき私が言ったように語彙の少なさ、そういうのは、放課後

の復習がとても必要だと思います。ただそういう復習と言ってもそれを行う場が

少し難しいかなと思っています。  

 

【参加者】  

私が担当しているところは、さっき言ったとおりに学校だけでは大変だと思い

ますが、やはり環境づくり。だから子供だけではなく、やはり保護者たちも社会

的に地域とか近所の人たちとの関わりを、日本語の環境、日本語教室だけではな

く、やはり自分から進んで作らないと、どうにもならないなと思います。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

我々行政がやらなければいけないことと、それぞれのご家庭でやっていただか

なくてはいけないことと、社会がどうするかということと、いろいろな角度があ

るのではないかと思います。そんなに簡単にこれでいいですという話にはなりそ

うもないですが、ずっと聞いていて、日本語の問題は結構重要だなと思いました。

それも我々もしっかり対応を考えるようにしたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。  
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【参加者】  

私は今、子供が４人います。１人幼稚園、２人目は小学生、で中学生、高校生、

来年大学生になります。やはり親として、どうやって日本でずっと暮らせるか心

配で、それが一番困っています。学校では、子供同士や日本人の親と親同士の問

題もあって、どうやって子供を守るか困っています。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

お子さんが４人いらっしゃって、上のお子さんは、大学に行かれる年齢で、ず

っと育てて、学校に行かせて、日本の学校でもう少しこういうことをした方がい

いのではないかなということはありますか。  

 

【参加者】  

自分みたいに困っている外国人、それを誰か助けてくれる、そういうサポータ

ーとか。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

パーソナルサポートの話をしましたけれども、それは、就職であったり、病気

であったり、貧困であったり、そういう複合的な困難の人に寄り添い型で行政の

窓口をいろいろつなぎましょうということでやっています。  

今のお話は、学校の中ですよね。今、長野県がやろうとしているのは、開かれ

た学校にしようということで、信州型コミュニティスクールというのを広げてい

こうとしているのですよ。学校によっては、地域の人たちがいっぱい協力してい

るところもありますけれども、それはその地域の成り立ちだったり、校長先生の

スタンスだったりによって大分違うのですが、要するに、先ほどの話で、自分の

子供は自分が守らなければいけないというのは、親として当然の考え方だと思い

ますけれども、子供たちはやはり地域の宝であって、地域の人たちみんなでもっ

と支え合って、例えばご両親がいらっしゃらない子供とか、いろいろな子供たち

もいらっしゃるので、そういう子供は社会全体で支える。学校の中も学校の先生

と子供と保護者の関係だと、円滑に行っているときはいいですけれども、むしろ

学校と保護者が対立構図になってしまうようなケースも最近多いので、そういう

ところはもっと地域の人たちにも入っていただいて、学校任せではなくてもう少

し第三者的な人たちがカバーできるような仕組みを作っていこうということでや

っています。今すぐ、直ちにはならないですけれども、そういう方向でやってい

きたいなと思っています。  

 

【参加者】  

日本語の件で大事だと思うのが保育園です。保育園制度というのは、そもそも

働いている親達のためなので、片方が働いていないとやはり高額になってしまう

んですね。どうか外国人のために特別制度でもあれば、保育園を利用している、
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利用していないという小さな点で日本語能力が非常に変わるんです。ただやはり、

お母さんが働いていなくて、旦那さんだけ働いて、そんな状況だとどうしても入

れてしまうと最高額の４万円くらいになってしまうので、結局入れないでそのま

ま続けて、いきなり小学校に入れてしまうというケースが非常に多いです。  

私も日本語指導員として学校に入ったりしているんですけれども、やはり、毎

回毎回保育園には入れたいんだが、どうしても金額が高い。そこのところをやは

り外国人ならではの問題を考えて、言葉の能力を高めるという面で、そういった

特別な制度づくりを考えていただければ非常にありがたいなというふうに思いま

す。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

非常に具体的なお話なので、それも我々は考えなければいけないなと思います。 

教育の話は、これは今、来年の予算をどうするかということをやっている中で、

長野県は、日本では教育県、教育や人を育てることを大切にしてきた県というふ

うにずっと言われてきた県なので、もっともっと教育をしっかりしていかなけれ

ばいけないなというふうに私は思っています。  

今、保育園の話がありましたけれども、高校の就学支援金制度については、来

年度、県の方で財源を出して、国の制度より手厚く保護者の方の負担を減らすよ

うな形にしていこうと思っています。  

大学についても、いろいろ奨学金とかありますけれども、今、県内の大学に行

くときには入学金を少し助成するようなことも考えようかなと思っています。  

あと義務教育の小中学校でも課題がありますけれども、金銭的な面でいくと多

分、今お話があった幼稚園・保育園のころと、高校・大学のころとが負担感とし

ては大きいので、全体的に考えていこうと思っています。  

今のご提案は、外国籍の人にとって保育園は、家庭で日本語のコミュニケーシ

ョンをとっている人たち以上に、日本語習得という視点で重要だろうというお話

ですから、それは我々の方で、そういう視点で組み立てることができるかという

のは考えてみたいというふうに思います。  

 

【国際課長 白鳥博明】  

他にもご意見はあるかもしれないのですけれども、ご意見があれば国際課にお

話いただいてもいいですし、今日は国際化協会のくらしのサポーターが５人いら

っしゃっていまして、それぞれブラジル、タイ、フィリピン、中国の母国語でお

話ができますので、またご提言等いただければありがたいと思います。皆さん方

だけではなくて周りの方もいっぱいいらっしゃると思いますので、お話をいただ

いて、是非、改善できることはお話していただければありがたいと思います。  

 

【長野県知事 阿部守一】  

せっかくなので、くらしのサポーターの人に何か一言ずつ、お話してもらった

方がいいですね。  
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【多文化共生サポーター（中国語担当）】  

先ほどいろいろな問題がありまして、私たちサポーターとしては、やはり現実

問題たくさん受けています。在留資格の問題、子供たちの教育の問題、連れ子の

入学とか、それはできないこと、困っている相談とか、就労の相談とかももちろ

ん、本当に様々な問題を日々受けています。まだそんなに知られていないようで

すが、是非また困った人いればこちらに電話してください。相談や質問を受け付

けています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【多文化共生サポーター（タガログ語担当）】  

同じく、国際化協会の多文化共生くらしのサポーターのタガログ語担当です。

多文化共生くらしのサポーターは５言語ありますので、フィリピンに関すること、

他の言語に関することも、是非お電話していただければ、また何らかのサポート

ができるようにします。よろしくお願いします。  

 

【多文化共生サポーター（タガログ語担当）】  

先ほどの教育に関することなんですけど、今思い出して、以前私も学校に日本

語指導員として働いていたことがありまして、多くの児童・生徒が支援を必要と

しています。フィリピン語、タガログ語に限らず、外国籍児童がたくさんいたの

ですけど、支援をする人がなかなかいなくて。その理由として、最初は例えば１

か月間で 40 時間働くことができるのですが、だんだん時間が減らされて、ある

月は例えば４時間にしかならなくて、支援する人も、どうしても生計を立てなけ

ればいけないので、辞めてしまったりしました。犠牲になるのは支援を受けてい

る児童・生徒なんですよね。だからその辺もどうかその人たちのことも含めて、

考えていただければと思っています。  

 

【参加者】  

文部科学省から特別課程日本語指導の枠が増えるっていう話も出ているので、

《多文化共生くらしのサポーター》 
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そういうところは何とか教育委員会に働きかけをお願いできればというふうに思

います。  

 

【国際課長 白鳥博明】  

話しておきます。  

 

【多文化共生サポーター（タイ語担当）】  

タイの場合でも、フィリピンと同じ教育の問題があります。それでタイの場合

では呼び寄せの子供が多いので、呼び寄せの子の教育問題です。結構大きい子が

突然中学校に入学して、日本人と一緒に勉強してあまりできないので高校の進学

することも難しいし、もちろん大学とか短大行くのは考えられないくらいのこと

がありますので、その問題を一緒に考えて少しずつ解決したいと思いますので、

皆さんもご協力よろしくお願いしたいと思います。  

 

【多文化共生サポーター（ポルトガル語担当）】  

それぞれの国の独特な特徴があって、ブラジルの場合は主にブラジル人同士で

日本に働くために来て。どちらかと言うと、夫婦が日本語がしゃべれなくて、そ

の関係で仕事が不安定になる。それで、あっちこっち県外に行ったり、また帰国

したりするために、その子供たちの教育が中途半端になったりということがあり

ます。あとは、経済の課題というのは、年金にはほとんど入っていない方が大勢

いらっしゃるので、途中から来ているので、20 代、30 代。それまでは年金に加

入していないのです。これから日本に残る方が大勢いると思います。これから高

齢化になる方たちが年金問題はどうなるか。課題になってきていると思います。

また何か相談がありましたら電話してください。  

 

３ 知事 結びのあいさつ  
 

【長野県知事 阿部守一】  

それでは、今日は皆さん、ありがとうございました。予定の時間を 40 分近く

オーバーしてしまって、大変申し訳ございません。  

今日は、どちらかと言うと私が勉強させていただいたという感じで終わってし

まっていて申し訳ないのですけれども、皆さんの思いを私もしっかり受け止めて、

具体的なご提案も幾つかいただきましたので、できるところから改善できるよう

に努めていきたいというふうに思います。  

こういう形で私が出てきて集まらなくても、誰かファシリテーターをやっても

らって、何かこういう課題があるよと、こういう方法がいいよということを是非、

集約して私のところに上げてもらうように、国際課長は、そういう仕組みを考え

てください。そうしないと、いつも私が出てきて、こういうことをやって、せっ

かく本質的なところに行きかけたなと思ったら「もう時間だからごめんなさい。」

となるのは、心苦しいので、その仕組みを是非作ってもらいたいと思います。  
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長野県は、私は日本の中でも本当に素晴らしい県だというふうに自負していま

す。皆さんも地域の中で、様々な課題があると思いますけれども、是非、この長

野県をより良い県になるように協力していただきたいと思いますし、また皆さん

の声を我々もしっかり受け止めて、課題を一歩一歩着実に解決できるように取り

組んでいきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

今日は、ありがとうございました。傍聴の皆様方も長時間お付き合いいただき

まして、ありがとうございました。  

長野県は、去年交通事故の死者数がちょうど 100 人でした。一昨年は 100 人を

切っていたのですけれども、去年は少し交通事故の死亡者数が増えました。是非

お帰りは、お帰りだけじゃなくてこれからずっと、交通事故には気をつけていた

だければと思います。どうもありがとうございました。  


